
－2 8 1 －

資　 料　 番　 号 3
新技術の名称
官 民 連 携

フ ィル ダムの監査廊 の合理 化工法の開発



研究開発の概要（フィルダムの監査廊の合理化工法の開発）

1 ．研究開発の概要

フィルダム底部にダムの安全管理のために設置する小通路を監査廊という。近年、

技術進歩の著 しい工場製作品による現場組立技術と，鋼繊維補強コンクリー トを組み

合わせて，監査廊の設計・施工を行う技術の開発を行う。

2 ．導入効果

・ 監査廊の施工工期の短縮





［設計関係資料］

1 ．設計 フロー

S F R C とPCa型枠 を用いたフィルダム監査廊の構

築工法の設計 フロー を図－2．1に示す。

なお、1）設 計は、 限界状 態設計法 に基 づ くこ とを基

本とし、検討する限界状態は使用限界状態（照査性能

として は、限界 ひび割れ幅）とす る。また、2）使用す



3 ．設計断面耐力の算 定

M － N 性 能曲線を求めるために必要な曲げ耐力の算定は、断面の応力分布を図一3．2．6に示す

ものとし、圧縮側のひずみは、断面の中立軸か らの距離に比例、中立軸は部材厚の 7 割 の位置

とする。すなわち、部材厚 の 3 割 を圧縮 断面、
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7 割を引張断面 と して行 う。
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4 ．提案設計法による計算

図－1に示 した提案設計方法に従い、 フィル

ダム監査廊の設計を行った。

堤高 は 100 m 、監査廊 の形状 は、図－6に示す

もの と して、基礎岩盤及 び コンク リー ト、作用

荷重 な どの物性値 を適切に設定 して、FEM 解析

を実施 した。SFR C の安全係数 としては、使用限

界状態ではあるが、構造物の重要性 を考慮 して、

終局限界 に準ず るものと し、材料係数 γm＝1．3、

部材係数 γb ＝1．2、構 造物係数 γi ＝1．1とし
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これ らを基に、底盤 中央、

・ 底盤 中央

・ 側壁下部

・ アーチ中央部

側壁下部、アーチ中央部のそれぞれ について安全性 の照査を行 うと、

γi・M ／M d ＝ 1 ．1 × 7 5 5 ．8 ／1 4 2 2 ＝0 ．5 8＜ 1 ．0 … O K

γi・N ／N d ＝ 1 ．1 × 2 5 5 2 ．5 ／4 8 1 7 ＝0 ．5 8＜ 1 ．0 ‥・ O K

γi・M ／M d ＝ 1 ．1 × 4 2 6 ．4 ／6 4 2 ＝0 ．7 3＜ 1 ．0 ・‥ O K

γi・N ／N d ＝ 1 ．1 × 6 4 5 4 ．4 ／9 6 8 3 ＝0 ．7 3＜ 1 ．0 … O K

γi・ M ／M d ＝ 1 ．1 × 4 1 ．5 ／5 6 4 ＝0 ．0 8＜ 1 ．0 … O K

γi・N 爪rd ＝ 1．1 × 6 87．3／9 9 17 ＝0．0 8＜ 1．0 … O K

とな り、いずれの想定断面 においても、設計条件 に対 して、安全性は確保できる。

したがって、鋼繊維 を0・75Vo l％混入すれば、条件設定時のひび割れ幅0．25mmの範囲で、監査



7 ．施工手順

施工の概 念及 び施工 フ ロー 、お よび施 工

手順 を次に示す。

岩盤 掘 削

底盤部の施工 ¢

配

側溝部の内型枠の設置

止水 板 設 置

コン ク リ ー ト 打 設

1 ．岩盤 の掠削

蓋型 枠



8 ．施工結果

鋼繊維補強 コンク リー トは、現場近 くの生コン工場でベースコンク リー トを製造 した ものを、

施工試験 地点まで生 コン車にて運搬 し、模擬監査廊 の近 くに設 けたステージで鋼繊維補強 コン

クリー トを投入 して、次の手順で製造 した。

・ 練 り ま ぜ 量 ：生 コン車 1 車分（4．4m 3）

・ 練 りまぜ方法 ：6 m 3のコンクリー トの積載が可能な生コン車の ドラムに4．4m 3だけ積載

し、生 コン車 の ドラムを高速回転 しなが ら、鋼繊維 1 袋（20kg）分を15秒

間で投入する速度で、4．4m 3分の鋼繊維（総量264kg、 13．2袋）を投入 し、

全量投入後 に 2 分間の追い練 りを行った。

S FRCの打設結果 と強度試験結果 を示す。

表－4 打 設 結 果 表－5 強度試験結果 単位 ：N ／mm 2

ここでは、試験的 に施 工 した 1 ブ ロックだけの模擬監査廊 の構築であったが、次の よ うなこ

とが明 らか とな った。

・ プ レキャス トの設置 は、25t吊 りのラフターク レー ンを用い、 5 人の作業員が 5 函体 を1．5 日

で設置 した。 1 函体 目は、初めての不慣れ な作業であったため、多 くの時間を費や しま した

が、 2 、 3 函体 目となって、作業 に習熟す るに従い、設置要領 を会得 してスムーズな作業が

できる よ うにな った。

・ 厚 さ 8 cmのプ レキャス ト型枠は、部材厚 さが薄 く、取 り扱いを十二分 に慎重 にす る必要があ

った。

・ 鋼繊維補強 コンク リー トの製造は、生 コン工場でベース コンク リー トを製造 して、現場で鋼

繊維 を投入 して練 り混ぜ る方式 をとったが、 1 車毎の手投入 であったため、たいへん手間が

かか った。実施工ではベル コンを使用す る等 の改善が必要 と考え られ る。

・ 鋼繊維補強 コンク リー トは、フレッシュ性状の管理項 目として、通常の コンクリー トと同様

に、スランプ と空気量、温度 としたが、ス ランプで代表 され る ワーカ ビ リチーの指標 として

は、 より的確 に性状 を把握できる他 の方法が必要である。

・ コンク リー トの打設 自体は、従来 と変わ らないが、鉄筋が ないため、ずいぶんす っき りした

空間での施 工 となった。ただ し、簡単な鋼材 を溶接 して設置 した打設足場は、実施工では簡

単に取 り外 し、再設置が可能 な構造 にする等の改善が必要 と考 えらた。

これ らの ことを踏 まえて、今後 とも鋼繊維補強 コンク リー トとプ レキャス ト型枠 を用いたフ

ィル ダム監査廊の構築工法 を、 より完成 された ものに し、実施工に望み たい と考 えてい る。

［積算関係資料］

積算関係は、新技術の資料番号 1 3 、北陸農政局のフィルダム監査廊の合理化工法

日野川用水地区を参考とする。
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打　 設　 量 SFRC　 84．O m 3

コン ク リー ト

の性 状

ス ラ ンプ 平 均値 12．O c m

空　 気　 量 平 均値 4．5　 ％

温　 度 平均 値 14．8 ℃

圧 縮 強 度 曲 げ強 度

材 齢 7 日 材 齢 2 8 日 材 齢 9 1 日 材 齢 28 日

1 7．7 2 6 ．8 3 6 ．3 6 ．39




